
教科書対応表ご利用に当たって ※無断編集・転用禁止

・ このファイルは、帝国書院様刊行の高校歴史総合教科書と「すらら」の対応表です。

・ 「すらら」は、それぞれがどのようにつながっているかを理解できるように、各項目を配列しております。
断片的な知識習得ではなく、それぞれの有機的つながりを意識した理解を促進するために、
教科書の配列と順番が前後している箇所がございます。
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Stage Lesson Unit タイトル

＊各レッスンのはじめに、全体像を確認できる「Unit0」をご用意しております。

１章　歴史と私たち

２章　歴史の特質と資料

1 1 0 このレッスンの全体像 （＊ Stage1 Lesson1 の全体像です）

21 アジアのなかの江戸幕府 1 1 1
16～18世紀のアジア：
オスマン帝国、ムガル帝国、江戸時代前半の日本、清の政治

23 成熟する江戸社会 1 1 1
16～18世紀のアジア：
オスマン帝国、ムガル帝国、江戸時代前半の日本、清の政治

25 清の繁栄と結び付く東アジア 1 1 1
16～18世紀のアジア：
オスマン帝国、ムガル帝国、江戸時代前半の日本、清の政治

27 アジア・アメリカに向かうヨーロッパ 1 1 2
16～18世紀のヨーロッパ：
主権国家体制の成立、宗教改革～大航海時代へ

1 2 0 このレッスンの全体像 （＊ Stage1 Lesson2 の全体像です）

33 イギリスの革命とアメリカの独立 1 2 2
18世紀末～19世紀前半：
アメリカ独立革命・フランス革命・ナポレオンの登場

35 フランス革命～ヨーロッパ近代の幕開け 1 2 2
18世紀末～19世紀前半：
アメリカ独立革命・フランス革命・ナポレオンの登場

37 フランス革命の影響と国民意識の芽生え 1 2 2
18世紀末～19世紀前半：
アメリカ独立革命・フランス革命・ナポレオンの登場

1 2 1
18世紀末：
産業革命が社会を変えた

1 2 3
19世紀前半（欧州）：
ウィーン体制の成立から崩壊まで

1 2 1
18世紀末：
産業革命が社会を変えた

1 2 3
19世紀前半（欧州）：
ウィーン体制の成立から崩壊まで

47 1848年～近代ヨーロッパの転換点 1 2 3
19世紀前半（欧州）：
ウィーン体制の成立から崩壊まで

49 イタリア・ドイツの統一とロシアの近代化 1 2 4
19世紀後半（欧州）：
クリミア戦争～ドイツのビスマルク外交

51 アメリカの拡大と第2次産業革命 1 2 5
19世紀後半（米国）：
アメリカ南北戦争と、ラテンアメリカ諸国の独立

53 帝国主義と世界の一体化 2 2 3 欧州の第二次産業革命、帝国主義が広がってゆく

57 「西洋の衝撃」と西アジアの変化 1 2 6
19世紀後半（西アジア・南アジア）：
オスマン帝国とムガル帝国の衰退

59 南・東南アジアの植民地化 1 2 6
19世紀後半（西アジア・南アジア）：
オスマン帝国とムガル帝国の衰退

61 ヨーロッパの日本接近とアヘン戦争 1 2 7
19世紀後半（東アジア）：
アヘン戦争、中国開港、開国前夜の日本

1 2 7
19世紀後半（東アジア）：
アヘン戦争、中国開港、開国前夜の日本

1 2 8
19世紀後半（日本）：
開国、幕末の動乱

65 新体制の模索と江戸幕府の滅亡 1 2 8
19世紀後半（日本）：
開国、幕末の動乱

2 1 0 このレッスンの全体像 （＊ Stage2 Lesson1 の全体像です）

71 新政府の誕生 2 1 1 明治維新と、さまざまな改革

2 1 2 明治初期の対外政策（対ロシア・清・朝鮮）

2 1 3 自由民権運動・憲法発布・帝国議会

３章　近代化の進展と国民国家形成

４章　アジア諸国の動乱と日本の開国

５章　近代化が進む日本と東アジア

令和４年度版（帝国書院706）

教科書タイトル

１部　歴史の扉

２部　近代化と私たち

２章　欧米諸国における近代化

ページ

39 産業革命で変わる社会

41 イギリスの繁栄と国際分業体制

63 黒船の来航と日本の対応

73 近代国家を目指す日本

2/



2 2 0 このレッスンの全体像 （＊ Stage2 Lesson2 の全体像です）

2 2 1 条約改正と日清戦争

2 2 2 日本の産業革命

2 2 4 植民地をめぐる、列強の対立と同盟関係

2 2 5 列強の中国進出と、日露戦争

79 日露戦争が与えた影響 2 2 6 中華民国と成立と、その他のアジア諸国の動向

３部　国際秩序の変化や大衆化と私たち

2 3 0 このレッスンの全体像 （＊ Stage2 Lesson3 の全体像です）

95 ドイツの挑戦とバルカン半島の緊張 2 3 1 第一次世界大戦と、その影響

97 総力戦となった第一次世界大戦 2 3 1 第一次世界大戦と、その影響

99 ロシア革命と大戦の終結 2 3 2 ロシア革命、ソ連の成立、日本のシベリア出兵の目的

107 ヴェルサイユ体制の成立 2 3 3 パリ講和会議、国際連盟の成立、ワシントン体制

109 東アジアの民族自決の行方 2 3 3 パリ講和会議、国際連盟の成立、ワシントン体制

111 中東・インドの民族自決の影響 2 3 4 アジア諸国の民族運動

113 ヨーロッパの復興と大衆の政治参加 2 3 3 パリ講和会議、国際連盟の成立、ワシントン体制

115 大衆社会の出現とアメリカの繁栄 × × ×

117 日本における大衆社会の形成 2 3 5 日本のデモクラシー運動・普選運動の高まり

2 4 0 このレッスンの全体像 （＊ Stage2 Lesson4 の全体像です）

123 世界恐慌が与えた影響 2 4 1 世界恐慌と、それに対する各国の対応

125 ファシズムの台頭と拡大 2 4 2 ファシズムの台頭

127 政党政治の断絶と満州事変 2 4 3 金融恐慌・昭和恐慌と、満州事変

129 日中戦争の始まり 2 4 4 日中戦争と、各国の反応

131 第二次世界大戦の展開 2 4 5 第二次世界大戦・太平洋戦争

133 戦局の悪化と被害の拡大 2 4 5 第二次世界大戦・太平洋戦争

135 第二次世界大戦の終結とその惨禍 2 4 5 第二次世界大戦・太平洋戦争

3 1 0 このレッスンの全体像 （＊ Stage3 Lesson1 の全体像です）

143 戦後の新たな国際秩序 3 1 1 戦後の新しい国際秩序、冷戦の始まり

145 冷戦の始まり 3 1 1 戦後の新しい国際秩序、冷戦の始まり

147 日本撤退後の東アジア 3 1 2
中華人民共和国の成立、朝鮮戦争、
イスラエル成立とアラブ諸国の反発

3 1 3 戦後の日本の民主化

3 1 4 日本占領政策の転換、平和条約と日米安保条約締結へ

3 2 0 このレッスンの全体像 （＊ Stage3 Lesson2 の全体像です）

159 アメリカ・ソ連の緊張と緩和 3 2 1 集団防衛体制・核開発から米ソ平和共存の模索へ

3 2 4 日本の55年体制・新安保条約・ソ中韓との国交回復

3 2 5 日本の高度経済成長

163 第三勢力の形成と脱植民地化 3 2 3 第三世界の形成、繰り返される中東戦争、キューバ革命

165 中東戦争とパレスチナ問題 3 3 2 アメリカと中東の関係

3 2 6 キューバ危機、デタントから核軍縮の流れへ

3 2 7 冷戦構造の変化（中ソ対立、米ソ緊張緩和へ）

3 2 8
世界経済１
（金ドル本位制の停止、石油危機、第4次中東戦争）

173 「経済大国」日本の模索 3 2 9
世界経済２
（経済大国日本、プラザ合意、バブル経済）

175 経済発展に取り組むアジア・南米諸国 3 2 9
世界経済２
（経済大国日本、プラザ合意、バブル経済）

3 3 0 このレッスンの全体像 （＊ Stage3 Lesson3 の全体像です）

3 3 1 ソ連の改革と崩壊、冷戦の終結

3 3 2 アメリカと中東の関係

75 日本と清の近代化と日清戦争

77 列強の中国進出と日露戦争

１章　第一次世界大戦と日本の対応

２章　国際協調と大衆社会の広がり

３章　日本の行方と第二次世界大戦

４章　再出発する世界と日本

149 日本の改革と独立の回復

４部　グローバル化と私たち

１章　冷戦で揺れる世界と日本

161 冷戦下における日本の復興

２章　多極化する世界

171 揺らぐアメリカと先進各国の変化

177 イスラーム復興と冷戦への影響
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185 冷戦の終結と変わる世界構造 3 3 1 ソ連の改革と崩壊、冷戦の終結

187 冷戦の終結が与えた世界への影響 3 3 3 東南アジア・東アジア諸国の政治体制が変わっていく

189 超大国アメリカと中東情勢 3 3 2 アメリカと中東の関係

191 国際環境の変化と日本 3 3 5 平成の日本

193 グローバル化による国際社会の変容 3 3 4 世界経済のグローバル化と、それがもたらす問題

３章　グローバル化のなかの世界と日本

(C)SuRaLa Net Co.Ltd.
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